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   陳 情 の 処 理 の 経 過 及 び 結 果 に つ い て （ 報 告 ）  

 

 平 成 2 6年 ９ 月 29日 付 け 立 議 第 14 7 6号 に よ る 請 願 に つ い て は 、 次 の よ う に

処 理 し た の で 、 報 告 し ま す 。  

記  

１  陳 情 第 10 号  多 文 化 共 生 都 市 宣 言 に 関 す る 陳 情  

  多 文 化 共 生 の 取 り 組 み は 、 平 成 17 年 ３ 月 に 第 １ 次 の 「 立 川 市 多 文 化

共 生 推 進 プ ラ ン 」 を 策 定 し て 、 プ ラ ン の 基 本 理 念 「 互 い の 国 籍 や 民 族 、

文 化 の 違 い を 尊 重 し 、 生 か し 合 い な が ら 、 共 に 暮 ら す 多 文 化 共 生 の ま ち

づ く り 」 を 定 め 、 「 多 文 化 共 生 の 意 識 づ く り と 推 進 」 や 「 外 国 人 市 民 な

ど に も 暮 ら し や す い ま ち づ く り 」 等 を 基 本 目 標 と し て 様 々 な 施 策 を 行 っ

て き ま し た 。 平 成 22 年 ５ 月 に は 「 立 川 市 第 ２ 次 多 文 化 共 生 プ ラ ン 」 を

策 定 し て 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 」 や 「 生 活 支 援 」 、 「 国 際 交 流 活

動 」 な ど の 施 策 の 充 実 に も 努 め て ま い り ま し た 。 現 在 は 、 「 立 川 市 第 3

次 多 文 化 共 生 プ ラ ン 」 を 策 定 中 で す 。 宣 言 に つ い て は 、 現 在 考 え て お り

ま せ ん が 、 本 市 の 取 り 組 み を 内 外 に 発 信 し て 、 「 多 文 化 共 生 の 地 域 社

会 」 を 目 指 し て ま い り ま す 。  

２  陳 情 第 12 号  く る り ん バ ス に つ い て の 陳 情  

今 年 度 、 地 域 公 共 交 通 会 議 を 立 ち 上 げ 、 再 編 に 向 け た 具 体 的 な 協 議 を

行 っ て い ま す 。 今 年 の 2 月 、 10 月 及 び 11 月 に 地 域 別 の 懇 談 会 を 実 施 し 、



地 域 に お け る 意 見 等 を お 聞 き し 、 検 討 を 進 め て お り ま す 。  

栄 町 一 丁 目 地 域 の 運 行 に つ き ま し て は 、 こ の 検 討 の 中 で 、 現 時 点 で は

道 路 幅 員 が 狭 く 小 型 バ ス の 運 行 が 困 難 で あ り 道 路 整 備 等 の 検 討 が 必 要 で

あ る こ と 、 一 方 、 く る り ん バ ス が 運 行 可 能 な ル ー ト は 、 路 線 バ ス と の 競

合 が 課 題 と な る こ と と 整 理 し て お り ま す 。  

く る り ん バ ス 再 編 に あ た り ま し て は 、 地 域 の ニ ー ズ に 加 え て 運 行 の 効

率 性 及 び 実 現 可 能 性 と 共 に 、 利 用 し や す い ラ ウ ン ド ダ イ ヤ の 設 定 が 可 能

と な る ル ー ト の 短 縮 化 な ど に つ い て も 考 慮 し な が ら 、 ル ー ト 案 に つ い て

検 討 し て ま い り ま す 。 な お 、 本 地 域 に つ い て は 、 引 き 続 き 、 都 市 計 画 道

路 の 整 備 に あ わ せ て 、 例 え ば 隣 接 市 と 連 携 し た 運 行 な ど に つ い て も 検 討

し て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

 

 


